










 

 近年の新生児医療の向上は目ざましく,死亡率の減少のみならず,後障害なき

生存 intact surviva1 も可能にしつつある。 

 これをさらに向上させるためには,個々の病院単位としてとらえるのでなく,

地域単位で考えることが大切である。すなわち地域医療施設のレベルの向上，

地域医療体制の確立,患者の搬送などが大きな問題となってきている。 


